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第1回健康科学研究会  

本会担当 十 一  

（作業療法学専攻）   

平成16年12月10日に第1回の健康人間学研究会が開  

催されましたが，本学科教官を中心に約30名もの方々  

に参加いただく盛会となりました。はじめに，本会の  

企画および実施にあたり，ご協力頂いた皆様方に感謝  

申し上げます。   

本研究会は，講演を通じた教官相互の情報交換・交  

流と研究活性化を目指して本学付属医療短期大学時代  

から100回以上におよび継続してきた研究会を引き継  

ぐ形でスタートしました。間近にせまる大学院化を視  

野に，健康科学研究会への名称変更とともに，“専攻  

横断的研究の促進”を目的の1つに掲げました。そこ  

で，なるべく広い領域に応用性のあるテーマを取り上  

げることに敦しました。また，講演形式のみならず，  

出来る限り双方向的，体験的な内容を目指しました。  

さらに，今後の多施設共同研究および産学連携を念頭  

に，本会の門戸を学外関係者に拡げるよう敦しまし  

た。   

以上のような基本方針のもとに企画された第1回目  

は，「心拍測定を用いた簡便な自律神経機能の測定法」  

をテーマとする2部構成での実施となりました。第1  

部は本会テーマについて企画者である筆者が小講演を  

行い，第2部の前半では，長年にわたり京都大学の電  

気生理学的研究をサポートされてきた日本サンテク株  

式会社の金子秀樹氏より，自律神経機能の測定機器と  

解析ソフトに関する説明と，測定のデモを行って頂き  

ました。続く後半は，参加者が実際に機器を抹作しな  

がら自由に情報交換する場としました。   

第1部の小講演では，自律神経機能の評価法につい  

て展望し，心拍解析にもとづく方法論をやや詳しく述  

べた後，その臨床応用について紹介しました。第2部  

では，はじめに金子氏から機器の特徴や測定の留意事  

項の説明があり，続くデモでは参加者を被験者として  

実測が行われました。その結果，最近の簡便化した計  

測システムを用いると，保健学科のどの専攻科におけ  

る臨床研究にも容易に応用できるという感触を得るこ  

とができたように思います。実際，第2部後半では，  

殆どの参加から機器を取り巻いての活発な質疑応答が  

あり，大変賑やかな交流会となりました。   

本年度に入り，第1回研究会で紹介された機器を活  

用した研究計画が本学科で複数進行していると聞いて  

おります。このことは，先に述べた健康科学研究会の  

狙いが，現在の当学科の方向性とニーズに合致してい  

ることを示しているのではないかと思います。同様の  

方針のもと，今年度も有意義な健康科学研究会を企画  

してまいりたいと存じます。多数のご参加をお待ちし  

ております。  
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